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正 規圧 密およ び若干過圧密な地 盤 の連成支持力解

析

　　　　　　　　　　　 浅 岡 顕 ・大 塚 梧 ・松尾 稔

キーワーズ ： 圧 密／支持力／浸透／粘土／排水／有効応力

　飽和地盤 の 極限つ り合 い 解析 を，極限状態 に 達す る まで

の 載荷途上 の 排水条件 を考慮 に入 れ て 行 っ た。極限状態 で

土 の 膨張 は な い と仮定 し て い るの で，こ の 解析 は，正規圧

密地盤や若干過圧 密の 地盤 に適用 で き る。

　不静定極限つ D合 い 解析 は，極限状態 で の 土 の 塑性流れ

を記述す る 構成式 が 必 要 だ が ， そ れ は有効応力 で 記述 され

る。っ り合 い 式 自体 は 全応力 で 書か れ て ， こ の た め余分 の

未知数 （間隙 水圧 か ま た は 平 均 有効 応 力 ） を決 め る場 の 式

が必 要 で，した が っ て 飽和土 の 支持力問題 は圧密 と同 じ よ

うに 連成 問題 と し て 解 か れ る。

　典型的な連成問題 を 二 つ （非排水支持力問題 と排水支持

力問題）取 り上げ，中間の 段階の 部分排水支持力 も含め，

こ の 連成問 題 を総合的 に 論 じ た。（英文，図 ； 30，表 ： 1，

参考文献 ： 14）

二 層砂地 盤に おけ る傾斜荷重時の杭の極限支持力

　　　　　　　　　 A ，S，　Yalcin　 and 　 G．G ．　 Meyerhof

キ
ー

ワ
ーズ ： 杭／群杭／傾斜荷重／砂質土／支持力／二 層

地盤／模型実験　IGC ： E2

　模型砂地盤 （
一
層，上層が硬質 で ある二 層地盤お よ び上

層 が軟質で あ る二 層地盤） に模型杭 （単杭，群杭） を設置

し （打込 み杭， 場所打ち杭），杭頭 に 荷重 （水平荷重， 鉛

直荷重 ， 傾斜荷重）を載荷す る模型実験 を行い ，杭 の 支持

特性を調 べ る と と も に，そ の 結果 を既発表 の 理論解と比較

した。こ の 結果得 られ た結論 は以下 の とお りで あ る 。   杭

の 極限支持力 は ， HID （H ： 上層地盤 の 層厚 ，
　 D ： 杭 の 根

入 れ 長）お よ び 荷重傾角に大 き く影響 され る 。 （2）二 層砂地

盤中の 場所打ち杭 の 極限支持力 は，同種 の 打込 み 杭 の 極限

支持力 の 40〜80％ で あ る 。 また ， 二 層砂地盤 に お け る杭の

極 限支持力 の 理論解 は，同種 の 実験 よ り得 られ た極限支持

力に対 し， 控えめ な結果 を与え る。（3）傾斜荷重時 の 極限支

持力 は ， 鉛直極限支持力 と水平極限支持力 をもとに式 で 表

せ る。（4）二 層 砂地盤 中の 極 限傾斜荷重時 の 群杭 の 挙動 は，

同種 の 単杭 の 挙動と対応 しで い る 。 ま た ， 実験 よ り得 られ

た場所打ちの 群杭 の 極限支持力 に対 して，理論解は控え め

な結果 を与 え る。（訳 ：杉本光隆）（英文，図 ： 19，参考文

献 ： 10）

ドル ネ ピ ッ チ型共振円柱試験機の改 良試験機

　 Anestis　S．　 Avramidis 乱 11d 　Surendra 　 K ．　 Saxena

キーワ
ーズ ： 室内試験／振動／砂／動的／ ね じ り　 IGC ：

E81D7

　円柱土供試体 の テ ス トの た め に 設計され た，オ リ ジナ ル
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の ドル ネ ビ ッ チ型共振円柱試験機 は，縦方向 の 剛性 とね じ

り剛性 は 各々 が，共振振動数 で 正 確 に 285Hz ・318Hz に

一
致す る よ うに 設計 され で きた。こ の 試験機 の 改良，すな

わ ち装置 の 剛性強化 は 縦振動 モ
ー

ドにお い て も3 倍，少 な

く と もね じ り振動 モ ードに お い て も 2 倍以上 に す る こ と に

成功 し た。相対密度 43％ と60％ に調整 されたモ ン ト リオ ー

ル No ．0 砂 の 供試体 を，有効拘束圧 49　KPa 〜588　KPa で，

オ リジ ナ ル の ドル ネ ビ ッ チ 型 共 振 円柱 試 験機 と，改良した

試験機を用 い て実験を行 っ た。 試験の 結果，オ リジナ ル タ

イ プ で 得 られ る動的 せ ん 断剛性率の 値は改良型 の 23％以上

に ，ま た減衰比 で は 5 倍 以 上 が得られ た。（訳 ：谷 茂）

（英文 ， 図 ： 21， 表 ： 4， 参考文献 ： 23）

液状化によ る盛土 の流動破壊とシル ト質砂 の残留

強度

　　　　　　　　　　　　石原研而 ・安 田　進 ・吉 田 喜忠

キーワ ーズ ： 残留強 さ／地 すべ り／震害／破壊　IGC ： D

6／E8

　地震時 の 液状化 に よ る盛 土や緩斜面 の 崩壊 に は，多少 の

沈下や は らみ 出 しを生 じて 有限 変形状態に と どま る もの と，

無限大の 変形あ るい は流動 を生 じて完全崩壊に至 る もの と

の 2 種類 が あ る と考 え られ る 。
つ ま り，従来の 液状化 の 判

定法 に よ っ て ， 液状化 が 生 ず る と判定 され た 地盤 に お い て

も，液状化 の 後で 有限変形 に と ど ま る もの と流動 を生ず る

もの の 2 種類が含まれ て い る。こ の 2 つ を判別す る方法 と

して は，常時作用 し て い る せ ん 断応力 と土 の 定常状態 に お

け る残留強度 の 大小を比較 す る 方法 が挙げ られ る が，そ の

た め に は液状化 し た土 の 残留強度 を何 らか の 方法 で 推定す

る必 要 が生 ず る。そ こ で ， 本論文 で は，過去 にお け る地震

時の 液状化に よ っ て流動 （フ ロ
ー）を生 じ た 鉱 さい ダ ム や

盛土 の 被害例 を取 り上げ， 安定解析 か ら逆 に 残留強度を推

定 して みた 。

一
方 ， 同 じ場 所 で実施 され た ダッ チ コ

ー
ン や

ス ウェ
ーデ ン 式貫入試験よ り，

コ
ー

ン 貫入抵抗値，qc 一値

を定 め ， こ れ を残留強度 ，
5・ の 値 に 対して 図上 に プ P ッ

トし て み た 。 そ の 結果 ，
コ
ー

ン パ ラ メ
ーター

，
Nc＝9c／Su

の 値 が，シ ル ト質砂 に対 し て は 20 〜 70の 範囲に あ り， 平均

的 に はNc ＝30程度 で あ る こ とが 示 され た 。 （英文 ， 図 ：17
，

参考文献 ： 8）

石灰質砂に おけるフ ーチ ン グの 支持力

　 　 　 　 　 　 　 　 　 N ．F ．　 Ismael 　 and 　 A ．H ．N ．　 Ahmad

キーワーズ ： 圧 縮／ 応 カ ーひ ずみ 曲線／基礎／三 軸圧 縮試

験／支持力／ せ ん 断強度／特殊土／破壊／模型実験　IGC

D6／E3／E14

　右灰質砂 の 支持力 と圧縮 性 を三 軸俳水 せ ん 断試 験 な らび

に 帯状 の 模型 フ
ー

チ ン グ （51mm × 305　mm ）を用 い た 室

内実験 に よ っ て 調 べ た。実験は ， 炭酸塩（炭酸カ ル シ ウム ）

の 含有率 18％ の 石 灰質砂 と ， こ の 石 灰質砂 を塩酸 （HCI ）

15」

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



The Japanese Geotechnical Society

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Geotechnlcal 　Soclety

論文報告集の 紹介

と水 で 洗浄 した き れ い な砂 の 2 種類 の 砂 を 用 い て 行 わ れ た。

す べ て の 実験は ， 相対密度66％で行わ れ て い る 。 実験の 結

果，炭酸塩 の 含有に よ り圧縮性が増大 す る が強度定数 （C，

φ） は変化 し な い こ とが 判明 した 。 ま た，石 灰 質砂 の 支持

力 は ， そ の 圧縮性 に よ り， 洗浄 した 砂 （珪砂）の 支持力 よ

り小 さ くな る 。 こ の 支持力にお け る 圧縮性 の 影響 を考慮し

た い ろ い ろ な解析法 にっ い て 検討 した 。 （訳 ： 西原　晃）

（英文 ， 図 ：8， 表 ：2， 参考文献 ：25）

海底土 に対する間隙流体含有量と間隙比

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 清水正 喜

キ
ー

ワ
ーズ ：海底土／間隙比／含水量／飽 和 土 　IGC ： D

3／D2

　海底堆積物 の 間隙流体は水に溶け た塩を含ん で い る 。 し

か し， 塩 の 存在 を考慮 しな い で 含水 比 や 間隙比 の 概念 が 用

い られ る こ とが 多 い 。

　 こ の ノ
ートで は，飽和海底堆積物 に対 して，真 の 含水比，

間 隙 流体含有量 と間 隙 比 を 塩分濃度 が 考慮 され な い と きの

含水比 （藪 と書 く） と塩分濃度 で 表す式 を導 き，W と塩分

濃度 の 通常 の 値 を用 い て そ れ らを計算 して い る。そ の 結果，

塩分濃度 が 考慮 されなければ，含水比，間隙流体含有量 お

よ び 間隙比 は真の 値よ り約 5 ％過小評価 され る こ と が示 さ

れ て い る。（英文，研究 ノ
ー

ト，図 ：3，表 ： 1，参考文献

こ 5）

粘性材料 によ る土 の 割裂圧

　　　　　　　　　　　　 森 麟 ・田村 昌仁 。福井義弘

キ
ーワーズ ： 裏込 め／割裂圧／高粘性／砂質土／注入／土

質安定処理／粘性土　IGC ： K6／ H5／DO

　本研究 は，粘性土 ・砂質土 の 両者 を対象に して モ ル タ ル

等 の 粘性材料 に よ る地盤 の 割裂現象を調査 した もの で あ る 。

ど の 地 盤 で も注入 材 の フ ロ
ー値 が大 き くな る と く さ び作用

が生 じ に く くな る の で割裂圧 は増加す る傾向に あ る が ， 粘

性土地 盤 で は フ ロ
ー値が30秒を超え る と割裂圧 の 大き さは

フ ロ
ー

値 に関 係 な く Vesic の 提案す る極限 空 洞 内圧 の 大 き

さ と一致す る 。 砂質土地盤 で は フ ロ
ー値の 影響 は砂 の 透水

性 が小 さい ほ ど大き くな る が ， 透水性が大きい 地盤 で は 割

裂 圧 は フ ロ
ー
値 に無関係 に極限 空 洞 内圧 と一致す る。 （英

文 ， 研究 ノ
ート， 図 ： 11， 表 ：3， 参考文献 ：11）

土 質安定処理 用 ・固粒体の特性に つ い て

　　　　　　　　　　　 伊藤 孝男 ・浅田秋江 ・今埜辰郎

キ
ー

ワ
ーズ ：圧 縮強 さ／技術開発／締固 め／石 灰／ セ メ ン

ト／せ ん 断強 さ／土質安定処理／軟弱地盤 IGC ： K6 ／K

5／ D9

　近年， 都市土木施設 の 施工 量 増加 に伴 い ，地 下埋 設 工 事

が 激増 して い る 。 こ れ らの 大部分 は 幅 の 狭 い 溝掘削で あり

埋 戻 しの 際， 十分な転圧 が必 要で あ る が時間的，空間的な

152

制約 の た め転 圧 不 足 と な り転圧 効果 も悪 く， 簡易舗装 に よ

る表層処理 後， 圧密沈下を待 っ て オ ーバ ー
レイ す る 。 こ の

対策と して 溝掘削埋 戻 し土 に石 灰 処 理 工 法 が採用 され，強

度面 で は効果 が あ り多 くの 実績 が あ る が ， 地下 埋 設物 の 耐

用年数な ど で 再掘削が 必要 と な っ た 際 の 施工 に 問題 が あ る。

こ の 問題点 を解消 させ る 処 理 材 と し て 開発 し た 固粒体 は，

埋 戻 し土 中 よ り内部膨 張圧 を起 こ させ 転圧効果 を高 め，更

に支持力 の 増加 をは か り再掘削 も容易 で あ り，深層地盤 の

安定処理 工 法 と され て い る 生石灰 パ イ ル に お い て 固粒体 を

使用 し た場合，軟弱土 とパ イ ル と の 複合地盤 と し て の 支持

九 土 の 強度定数 の 向上，更 に 従来 の 生石灰パ イ ル で 期待

で きない パ イ ル 自体 の 支持力，せ ん 断力が早 期 に強度増加

す る土質安定処理材の 特性 に つ い て 報告す る 。 （英文 ， 研

究 ノート，図 ： 11
， 表 ： 2，写真 ： 3，参考文献 ： 1）

振動式 サ ン ドコ ン パ クシ ョ ン パ イル エ 法 によ っ て

締め固め た砂の液状化抵抗

　　　　　　　　　　　 時 松 孝 次 ・吉 見 吉 昭 ・有泉浩蔵

キーワーズ ： 圧密非排水 せ ん 断／液状化／貫入試験／サ ン

プ リ ン グ／地震／締固 め砂杭／砂／ せ ん 断強さ　 IGC ； D

7／C6 ／K5

　振動式 サ ン ドコ ン パ ク シ ョ ン パ イ ル 工 法 に よ っ て締め 固

め た砂層 か ら，原位置凍結サ ン プ リ ン グ法 を用い て 良質な

不攪乱試料を採取 した 。 こ の 試料か ら切 り出 した供試体を

融解 ・飽和
・
圧密した後， 非排水繰返 しせ ん断試験 を実施

した とこ ろ ， 供試体の 液状化抵抗と ， 鉛直有効応力に 関 し

て 正 規化 した 換算 1＞値 N ， と の 関係 は ，
」＞1＝ 18〜28 の 範

囲 で ， 人工 的締固めを受けない 自然砂 に つ い て 得 られた関

係 と ほ ぼ 同様 で あ っ た。し た が っ て，サ ン ドコ ン パ ク シ ョ

ン 工 法 に よ っ て 締 め固 め た 砂 の 液状化抵抗 は，自然堆積砂

につ い て 得 られた 曲線を用 い て N ・ か ら求 め る こ とがで き

る。（英文，研 究 ノート，図 ： 7，表 ： 1，参考文献 ：7）

岩盤不連続面分布の 幾何学 性とそ の モ デル 化 に関

す る考察

　　　　　　　　　　 吉中龍之進 ・吉田　淳 ・山 辺　正

キーワーズ ：岩盤／岩盤不連続面／構造／節理 ／分布 モ デ

ル 　IGC ：F3 ／G13

　岩盤内に お け る不連続面分布 の 幾何学性 は方向性 ・分布

密度 ・広 が りな ど で特徴付 け ら れ る。一
般 に 岩盤内 の 不 連

続面 は多数分布す る の で ， 幾何学的特徴を記述す る に は統

計的 な処理が必 要 で あ る 。 不連続面 の 調査 は掘削面や露頭

な ど の 二 次元面 で行 う の が普通 で あ る が， 不 連続面 は三 次

元的な分布特性 を もつ の で両者 の 関係の 検討が必 要で あ る 。

本文 は不連続面 を有限の 広が り を もつ デ ィ ス ク と仮定し，

二 次元面 か らサ ン プ リ ン グ す る 不連続面データ か ら統計的

に有意 な三 次元 の 不連続面分布 モ デル を作成す る方法を述

べ る。まず ， サ ン プ リン グ ・デ ータ を ク ラ ス ター
区分 し，

土 と基 礎 038
− 9 （392）
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